
 

国
葬
は
法
的
根
拠
が
な
く
、

安
倍
政
治
に
お
墨
付
き
を
与

え
る
も
の
だ
と
強
調
し
、「
日

本
の
民
主
主
義
を
壊
す
こ
と

に
な
る
国
葬
は
絶
対
に
中
止

さ
せ
よ
う
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。 

弔
旗
の
掲
揚
を
含
め
、
弔
意

の
強
制
は
し
な
い
で
ほ
し

い
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

池
場
事
務
局
長
は
「
国
葬

に
は
法
的
根
拠
が
な
く
、
莫

大
な
税
金
を
使
い
、
国
民
に

負
担
を
強
い
る
の
は
憲
法
１

９
条
（
思
想
及
び
良
心
の
自

由
）
に
反
す
る
」
と
指
摘
。 

県
政
策
企
画
局
の
高
宮
正

明
次
長
は
、
岸
田
政
権
は
国

葬
に
対
す
る
国
民
へ
の
説
明

が
十
分
で
な
い
と
の
認
識
を

示
し
、「『
弔
意
を
強
制
す
る

も
の
で
は
な
い
』
と
の
国
の

考
え
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
国

の
今
後
の
議
論
、
社
会
情
勢

を
見
極
め
な
が
ら
、
よ
く
状

況
を
見
て
慎
重
に
判
断
し
て

い
く
」
と
答
え
ま
し
た
。 
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２
０
１
４
年
８
月
２
０
日
に

広
島
市
安
佐
南
区
や
安
佐
北

区
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
広
島
土
砂
災
害
は
発
生
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か
ら
８
年
を
迎
え
た
。
災
害
関
連
死

の
３
人
を
含
め
２
～
８
９
歳
の
７
７

人
が
犠
牲
に
な
り
、
被
災
世
帯
は
４

千
を
超
え
た
▼
次
か
ら
次
へ
積
乱
雲

が
発
生
し
、
同
じ
場
所
に
強
い
雨
を

降
ら
す
「
線
状
降
水
帯
」
の
恐
ろ
し

さ
を
認
識
さ
せ
ら
れ
た
災
害
だ
っ

た
。
今
も
地
域
は
復
興
の
途
上
に
あ

る
。
砂
防
や
治
山
の
ダ
ム
は
１
０
０

箇
所
近
く
で
完
成
し
た
一
方
、
土
石

流
か
ら
逃
げ
る
た
め
の
広
域
避
難
路

は
目
標
と
す
る
２
０
２
４
年
度
末
よ

り
遅
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
当

時
を
知
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
が
増
え

る
中
、
記
憶
を
語
り
継
ぐ
重
要
性
も

増
し
て
い
る
▼
我
が
母
校
の
広
島
経

済
大
学
（
安
佐
南
区
）
の
興
動
館
「
武

田
山
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
８
年
前
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
し
た
際
、
地
域
住
民
か
ら
「
こ

こ
（
祗
園
・
山
本
）
で
、
あ
の
日
を

想
い
、
手
を
合
わ
せ
る
場
所
が
あ
っ

た
ら
」
と
い
う
言
葉
を
聞
き
、
翌
年

か
ら
「
鎮
魂
の
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」

を
熊
岡
神
社
で
開
催
し
、
追
悼
と
防

災
に
つ
い
て
考
え
る
イ
ベ
ン
ト
を
続

け
て
い
る
▼
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の

指
定
は
、
広
島
県
が
４
万
７
千
を
超

え
全
国
最
多
で
、
島
根
県
は
３
万
２

千
と
２
番
目
に
多
い
。
展
示
パ
ネ
ル

で
被
災
を
伝
え
る
復
興
交
流
館
モ
ン

ド
ラ
ゴ
ン
（
同
区
八
木
）
の
事
務
局

長
で
被
災
地
の
案
内
も
担
う
松
井
憲

さ
ん
は
「
自
分
を
守
る
力
を
つ
け
て

ほ
し
い
」
と
語
る
。
早
め
の
避
難
と

い
う
、
命
を
守
る
教
訓
を
引
き
継
ぎ
、

住
む
場
所
や
災
害
の
特
徴
を
踏
ま

え
、
命
を
守
る
避
難
方
法
を
考
え
て

お
こ
う
▼
今
夏
は
列
島
各
地
で
豪
雨

に
見
舞
わ
れ
、
災
害
の
脅
威
を
ま
す

ま
す
身
近
に
感
じ
る
ケ
ー
ス
が
増
え

た
。
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
防
災
へ

の
意
識
を
新
た
に
し
た
い
。 

（
遠
） 

日
本
共
産
党
県
議
団
（
尾

村
利
成
団
長
、
大
国
陽
介
幹

事
長
）
は
５
日
、
旧
統
一
協

会
を
め
ぐ
る
問
題
で
２
０
０

１
年
～
０
４
年
頃
に
か
け
て

霊
感
商
法
被
害
に
遭
っ
た
Ａ

さ
ん
（
５
０
代
女
性
・
松
江

市
在
住
）
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
い
ま
し
た
。 

計
約
７
０
万
円
の
被
害
額

だ
っ
た
と
語
る
Ａ
さ
ん
は
、

松
江
市
内
の
ビ
ル
施
設
で
中

学
時
代
の
友
人
（
整
体
師
）

か
ら
無
料
で
整
体
を
受
け
た

際
、
朝
鮮
人
参
濃
縮
液
（
７

本
入
り
・
５
０
万
円
）
を
勧

め
ら
れ
や
む
な
く
購
入
。
願

い
が
叶
う
紙
（
半
紙
）
の
お

札
を
家
族
５
人
分
を
２
回
、

計
３
万
円
を
購
入
さ
せ
ら
れ

た
と
告
発
。 

参
加
費
５
万
円
の
勉
強
会

に
も
誘
わ
れ
、「
３
回
目
に
連

れ
て
行
か
れ
た
時
、『
地
獄
に

落
ち
る
』
と
い
う
ビ
デ
オ
を

見
せ
ら
れ
、
マ
イ
ン
ド
コ
ン

参加者、報道陣を前に被害実態を語るＡさん（県庁） 
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安
倍
元
首
相
の
「
国
葬
」

中
止
を
求
め
る
集
会
（
戦
争

法
廃
止
出
雲
集
会
実
行
委
員

会
主
催
）
が
３
日
、
島
根
県

出
雲
市
で
開
か
れ
、
約
５
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

国
葬
反
対
の
プ
ラ
カ
ー
ド

や
横
断
幕
を
掲
げ
、「
私
た
ち

の
税
金
使
わ
な
い
で
」「
私
は

自
分
の
心
を
動
員
さ
れ
た
く

な
い
」「
自
民
党
と
統
一
協
会

問
題
を
明
ら
か
に
」
と
市
民

に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。 

 

政
党
か
ら
は
、
日
本
共
産
党

の
大
国
陽
介
県
議
、
後
藤
由

美
、
吉
井
安
見
の
両
市
議
、
社

民
党
出
雲
総
支
部
が
参
加
し

ま
し
た
。 

 

同
実
行
委
・
共
同
責
任
者
の

有
田
周
二
さ
ん
は
「
憲
法
違
反

の
国
葬
に
は
反
対
」
と
訴
え
ま

し
た
。 

市
民
、
政
党
か
ら
８
氏
が
リ

レ
ー
ト
ー
ク
。
「
冷
静
に
議
論

ト
ロ
ー
ル
さ
れ
そ
う
に
な

り
、
怖
か
っ
た
」
と
訴
え
ま

し
た
。
ま
た
、
無
名
作
家
の

絵
画
（
７
０
万
円
）
を
勧
め

ら
れ
た
こ
と
や
、
宝
石
展
示

会
で
真
珠
（
１
０
万
円
）
を

買
わ
さ
れ
た
こ
と
を
話
し
ま

し
た
。 

Ａ
さ
ん
は
、
今
回
証
言
し

た
理
由
と
し
て
「
旧
統
一
協

会
と
自
民
党
、
政
治
家
の
癒

着
に
怒
り
を
感
じ
た
か
ら
。

国
民
を
助
け
る
政
治
家
が
反

社
会
的
カ
ル
ト
団
体
と
つ
な

が
っ
て
い
る
の
は
許
せ
な

い
。
実
態
を
解
明
し
、
二
度

と
こ
の
よ
う
な
被
害
が
起
こ

ら
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
」
と
要
望
し
ま
し
た
。 

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
は
県
執
行

部
、
松
江
市
議
団
、
報
道
関

係
者
が
耳
を
傾
け
ま
し
た
。 

さ
れ
ず
、
国
葬
が
決
め
ら
れ

た
こ
と
は
許
せ
な
い
」「
『
弔

意
の
強
制
に
は
反
対
」
と
い

う
世
論
が
広
が
っ
て
い
る
。

最
後
ま
で
反
対
の
声
を
上
げ

ま
し
ょ
う
」
な
ど
と
訴
え
。 

共
産
党
の
大
国
県
議
は
、

し
ま
ね
労
連
は
２
日
、
丸

山
達
也
知
事
に
安
倍
元
首
相

の
国
葬
を
中
止
し
、
県
民
・

自
治
体
へ
の
弔
意
を
強
制
し

な
い
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。 

村
上
一
議
長
、
池
場
哲
哉

事
務
局
長
、
加
藤
朋
美
書
記

が
県
庁
を
訪
れ
、
日
本
共
産

党
の
尾
村
利
成
、
大
国
陽
介

両
県
議
、
舟
木
健
治
、
橘
ふ

み
両
松
江
市
議
が
同
席
。 

村
上
議
長
は
、
安
倍
元
首

相
は
安
保
法
制
や
二
度
に
わ

た
る
消
費
税
増
税
、
医
療
や

社
会
保
障
の
削
減
を
強
行
す

る
な
ど
国
民
か
ら
強
い
批
判

を
受
け
て
き
た
政
治
家
で
、

各
世
論
調
査
で
も
「
国
葬
反

対
」
が
多
数
を
占
め
て
い
る

と
強
調
。「
黙
と
う
や
半
旗
・

１３：３０～ 
松江テルサ大会議室 

舟木健治、橘ふみ両松江市議も

お話します。 

１４：００～ 
ビッグハート出雲 
黒のスタジオ 

後藤由美、吉井安見の両出雲市議も

報告します。 


